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第35号

医療法人彰和会の「彰和（Showa）」と明らかにするという意味の「Show」を合わせて、「Show-a通信」としました。
私たちの仕事をお知らせすることで、消化器科領域の最新医療をお伝えします。

北海道消化器科病院は消化器病分野の最先端治療で地域医療に貢献しています

広報誌
つ う し んし ょ う わ

使
っ
た
治
療 

免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
を

切
除
不
能
進
行
胃
が
ん
に
有
効

外来化学療法室



免疫細胞

　
当
院
で
は
、
従
来
の
薬
物
療
法
が
効
か
な
か
っ
た

切
除
不
能
な
進
行
胃
が
ん
に
対
し
て
、
免
疫
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
が
効
果
を
発
揮
し
、
長
期
に
緩

解
し
た
症
例
や
根
治
切
除
が
可
能
と
な
っ
た
症
例
を

経
験
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
全
て
の
患
者
さ
ん
に
効
果
が
あ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
が
ん
細
胞
に 

P
D
‐
L
1 

と

い
う
タ
ン
パ
ク
質
が
多
く
発
現
し
て
い
る
ほ
ど
治
療

効
果
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
た
め
、
当
院
で

は
薬
物
療
法
を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
全
員
に
病
理

組
織
検
査
を
行
い
、
有
効
性
を
事
前
に
評
価
し
て
い

ま
す
。

進
行
胃
が
ん
や
食
道
が
ん
の

新
た
な
治
療
選
択
肢

　
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
は
、
患
者
さ
ん

自
身
の
免
疫
の
力
を
高
め
、
が
ん
細
胞
を
攻
撃
す
る

新
し
い
タ
イ
プ
の
薬
で
す
。
が
ん
の
三
大
治
療
に
は

「
手
術
」「
薬
物
療
法
」「
放
射
線
治
療
」
が
あ
り
ま

す
が
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
は
「
薬
物

療
法
」
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
胃
癌
学
会
で
も
科
学

的
根
拠
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）
に
基
づ
き
推
奨
し
て
い
ま

す
。

整
え
、
適
切
な
評
価
と
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
安
全

か
つ
効
果
的
な
併
用
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
有
効
な
治
療
法
が
な
か
っ
た
患
者
さ
ん

の
新
し
い
選
択
肢
と
し
て
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
阻
害
薬
は
「
腫
瘍
の
縮
小
・
消
失
」「
進
行
の
抑

制
」「
生
存
期
間
の
延
長
」「
生
活
の
質
の
維
持
・
改

善
」
が
期
待
で
き
ま
す
。

免疫チェックポイント
阻害薬を使った治療 

切除不能進行胃がんに有効

免疫細胞正常細胞

消化器

消
化
器
内
科
部
長 

大
沼 

啓
之

北
海
道
消
化
器
科
病
院

札幌医科大学卒
北海道がんセンター、小樽掖済会病院、札幌医
科大学付属病院を経て、2025年4月から現職

【学会認定資格など】
日本内科学会認定医・専門医
日本消化器病学会専門医・指導医
日本消化器病学会評議員・北海道支部評議員
日本消化器内視鏡学会専門医・指導医
日本消化器内視鏡学会北海道支部評議員
日本臨床腫瘍学会がん薬物療法専門医・指導医
日本臨床腫瘍学会評議員
日本肝臓学会専門医
日本がん治療認定医機構認定医
札幌医科大学医学部臨床教授
日本大腸検査学会北海道支部幹事・評議員

が
ん
治
療
の
新
た
な
選
択
肢
と
し
て
肺
が
ん
治
療
で
画
期
的
な
効
果
を
示
し
て
い
た
「
免
疫
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
」
の
適
応
が
拡
大
さ
れ
、
切
除
が
困
難
な
進
行
胃
が
ん
や
食
道
が
ん
に
お
い
て
使
用

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
当
院
で
は
よ
り
高
い
治
療
効
果
を
目
指
し
て
「
抗
が
ん
剤
や
分
子
標
的
薬
、

免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
を
組
み
合
わ
せ
た
併
用
療
法
」
を
、
2
0
2
2
年
1
月
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

体
内
に
あ
る
免
疫
細
胞
は
、

正
常
細
胞
は
攻
撃
せ
ず
、
異

常
細
胞
だ
け
を
攻
撃
し
ま
す

攻撃攻撃

攻撃しない

攻撃攻撃

免疫
チェックポイント

阻害薬

が
ん
細
胞
に
は
正
常
細
胞
を

装
う
こ
と
が
で
き
る
P
D
‐

L
1
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
攻

撃
を
回
避
し
増
殖
し
ま
す

「
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

阻
害
薬
」
は
、
が
ん
細
胞
の

P
D
‐
L
1
を
持
続
的
に
阻

害
（
遮
断
）
し
、
免
疫
細
胞

が
、
が
ん
細
胞
を
攻
撃
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す

抗
が
ん
剤
と
の
併
用
で

高
い
治
療
効
果

　
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻

害
薬
は
、
抗
が
ん
剤
や
分
子
標

的
薬
、
放
射
線
治
療
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
高
い

効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は

一
部
の
医
療
機
関
で
の
み
提
供

さ
れ
て
い
る
治
療
で
す
が
、
当

院
で
は
専
門
ス
タ
ッ
フ
体
制
を

免疫細胞
攻撃しないがんがん

細胞細胞

がんがん
細胞細胞

細菌など細菌など



　
が
ん
治
療
薬
の
投
与
中
や
投
与
後
は
副
作
用
（
発

疹
や
発
熱
、
吐
き
気
な
ど
）
の
有
無
や
程
度
を
適
宜

確
認
し
て
い
ま
す
。

　
帰
宅
後
に
、
患
者
さ
ん
が
「
い
つ
も
と
違
う
」
と

感
じ
た
り
、
体
調
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は
夜
間
お

よ
び
休
日
も
、
看
護
師
や
当
直
医
が
対
応
し
て
い
ま

す
。
患
者
さ
ん
に
は
注
意
点
や
連
絡
先
を
記
載
し
た

「
化
学
療
法
室
の
ご
案
内
」
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　
が
ん
治
療
の
薬
が

効
い
て
い
る
か
、
副

作
用
が
出
て
い
な
い

か
を
患
者
さ
ん
に
直

接
関
わ
り
な
が
ら
確

認
し
て
い
ま
す
。
副

作
用
が
現
れ
た
場
合
は
医
師
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

し
治
療
薬
の
変
更
や
適
切
な
選
択
を
行
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
の
治
療
へ
の
思
い
や
希
望
に
寄
り
添
う

姿
勢
を
持
ち
な
が
ら
、
仕
事
や
趣
味
と
無
理
な
く
両

立
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

病理組織検査で腫瘍における「PD-L1」の

発現割合（免疫組織化学染色で算出）を確認

し、免疫チェックポイント阻害薬の効果を予

測し治療計画を立てます。

治療の流れ

併用療法（点滴や内服）を開始します。投与

中は血圧や脈拍をモニタリングし、予期せぬ

副作用や合併症がないかを観察します。

入院（約1週間）

通院治療に切り替えます。血液検査や診察を

行ったうえで外来で点滴投与を受け、自宅で

抗がん剤の服用を継続します。

外来（化学療法室）

がんの薬物療法に関わる主な職種
北海道消化器科病院で

24時間の
サポート体制が

あります

治療前

抗がん剤「S‐1」と「オキサリプラチン」、分子標的薬「ハーセ
プチン」を1回投与後、休薬期間を経て2回目を投与（2コース）

さらに免疫チェックポイント阻害薬「ペムブロリズマブ」を追
加し、2コースで投与

進行胃がん

「免疫チェックポイント阻害薬」の追加で
病変部が著しく縮小

胃がん主病変肝転移

症例

※当院では、免疫チェックポイント阻害薬のニボルマブ（商品名：オプジーボ
®）、もしくはペムブロリズマブ（商品名：キイトルーダ®）を、患者さん
の体質に合わせて選択しています

日本臨床腫瘍学会がん薬物療法専門医・指導医

緩和ケア医

がん薬物療法看護認定看護師

外来がん治療認定薬剤師

病理専門医

放射線治療専門医

がん薬物療法看護
認定看護師

平下 麻美

迅速に
患者対応を

行います

外来がん治療
認定薬剤師

朝倉 幹己　田中 耕太　 藤林 遼　山田 将悟
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TOPICS

北海道消化器科病院では「医療者の手術見学」を積極的に受け入れています

64列CT装置「Revolution Ascend Elite」（ゼネラル・エレクトリック社）製

C
T
装
置
を
最
新
モ
デ
ル
に
更
新

A
I
を
駆
使
し
た
高
精
細
画
像
で
診
断
の
質
が
向
上
し
ま
し
た

　
2
0
2
5
年
5
月
、
C
T
装
置
を
64
列
C
T
装
置

「R
evo
lutio
n A
scend E

lite

（
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
・
ア
セ
ン
ド
・
エ
リ
ー
ト
）」
に
更
新
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
C
T
装
置
と
比
べ
、
検
査
工
程
に

A
I
（
人
工
知
能
）
や
自
動
化
の
技
術
が
採
用
さ

れ
、
煩
雑
だ
っ
た
検
査
手
順
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま

し
た
。
検
査
時
間
も
短
縮
さ
れ
、
患
者
さ
ん
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
新
装
置
の
特
長
は
、
高
性
能
A
I
カ
メ
ラ
に
よ
っ

て
、
患
者
さ
ん
の
体
位
を
正
確
に
認
識
し
て
自
動
で

位
置
合
わ
せ
が
行
え
る
こ
と
で
す
。
ト
ン
ネ
ル
径
が

大
き
く
、
患
者
さ
ん
の
体
格
を
問
わ
ず
、
必
要
最
低

限
の
放
射
線
量
で
迅
速
に
撮
影
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
A
I
技
術
を
駆
使
し
た
高
精
細
画
像
が

放射線
部

全スタッフ9人が「安全な検査」を提供しています AI技術を駆使した高精細画像が得られます

得
ら
れ
る
た
め
、
臓
器
や
異
常
所
見

を
明
瞭
に
描
出
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
診
断
に
有
用
な
高
品
質
な
画
像

を
読
影
医
師
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
中
村
吉
志
技
師
長
は
「
患
者
さ
ん

の
負
担
を
減
ら
し
つ
つ
、
よ
り
精
密

な
検
査
が
可
能
で
す
。
最
新
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
C
T
検
査

で
、
が
ん
の
早
期
発
見
に
貢
献
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

◦
A
I
と
自
動
化
技
術
に
よ
っ

て
、
検
査
時
間
が
短
縮

◦
こ
れ
ま
で
よ
り
少
な
い
放
射

線
量
で
検
査
が
可
能

◦
高
精
細
画
像
が
得
ら
れ
、
読

影
・
診
断
の
質
が
向
上

特
徴


